
R03C2_1計画シート 

単元ごとの指導と評価の計画・記録シート 

科目名 化学基礎 学年類型 ２年 単位数 ２単位 １校時時間 50分 

単元名 物質量と化学反応式 予定時間 10時間 

単元の観点ごとの評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

物質量と化学反応式についての実

験などを通して， 物質量，化学反応

式の基本的な概念や原理・原則など

を理解しているとともに，科学的に

探究するために必要な実験などに

関する基本操作や記録などの基本

的な技能を身に付けている 。 

物質量，化学反応式について，問題

を見いだし見通しをもって実験な

どを行い，科学的に考察し，それを

分かりやすく表現している。 

物質量，化学反応式について主体的

に関わり，見通しをもったり振り返

ったりするなど，科学的に探究しよ

うとしている 。 

 

時間 授業のねらい・学習活動 
重点項目・記録 評価規準とその手段 

知技 思表 主態 授業チェックと改善方法 

１ 

・米粒・小豆・大豆の質量から相対質量の

考え方を理解する。原子の相対質量を

求めたり，計算方法を身に付けたりす

るために，演習問題に取り組む。 
〇   

・相対質量及び原子量ついて基本的概念

を理解し，原子量の計算方法を身に付

けている。 

身近なものを使って相対質量の求め方

の導入を行ったことで，原子の相対質量

を求める際も，スムーズに計算方法を身

に付けられた。 

２ 

・同位体の相対質量と存在比から原子量

を求めることができる。分子量・式量に

ついて理解し，計算方法を身に付ける

ために，演習問題に取り組む。 

 
〇   

・原子量・分子量・式量ついて基本的概 

 念を理解し，計算方法を身に付けてい

る。 

原子量・分子量・式量の基本的な計算方

法を，身に付けることはできている。概念

的な部分を理解できているかは，評価が

難しい。 

３ 

・質量が小さい粒の質量を考えること 

で，小さい質量のものは，まとめて扱う

ことが便利であることに気付く。物質

量が粒子の数に基づく量であることを

理解し，物質量と質量，気体の体積との

関係も学習する。 

 ◎  

・多量の小さい粒を効率的に数える方法

を考えることで，質量が小さい原子を

まとめて扱う物質量の考え方を理解し

ている。 

［記述分析］ 

ワークシートに物質量について記述さ

せることで，物質量の考え方を理解でき

ているかの判断基準とした。 

４ 

・ 

５ 

・物質量とアボガドロ定数，モル質量， 

 モル体積の関係を理解し，演習問題に

取り組む。また，物質量を介して，物質

の質量や気体の体積を相互に変換でき

る。 

 〇  

・物質量と粒子数，質量，気体の体積の 

 関係を理解し，問題を解くことができ

る。 

物質量に関する基本問題から応用問題

まで取り組み，多くの生徒が物質量の計

算方法について理解できていた。 
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６ 

・質量パーセント濃度とモル濃度の違い

を理解し，実際に決められた濃度の溶

液を正しく調整することができる。 

 

 

 ◎  

・質量パーセント濃度とモル濃度の違い

を理解し，指定された濃度の溶液の調

整の仕方を身に付けている。 

［実験プリントの記述分析］ 

実験プリントの記述から，指定された

モル濃度の溶液の調整方法を分かりやす

く表現できるか判断した。 

７ 

・演習問題に取り組み，質量パーセント 

濃度とモル濃度をそれぞれ求めること

ができる。また，質量パーセント濃度と

モル濃度を相互に変換できるようにす

る。 

〇   

・質量パーセント濃度とモル濃度の計算

方法を身に付け，相互に変換すること

ができる。 

多くの演習問題を通して計算方法を身

に付け，モル濃度と質量パーセント濃度

の違いを確認した。 

８ 

・化学変化を化学反応式で表す意義を理

解する。化学変化を化学反応式で表し，

そのしくみを考えることができる。 

◎   

・粒子のモデルを用いて，化学反応式が 

表す意味を正確に理解し，化学変化を

化学反応式で表すことができる。 

［小テスト］ 

化学反応式で化学反応を表すことがで

きるか判断するために，小テストを行っ

たが，問題演習の取組状況の向上にもつ

ながった。 

９ 

・化学反応における，物質量，粒子の数，

質量，気体の体積などの量的な関係を，

化学反応式から読み取ることができ

る。また，化学反応式を用いて量的な計

算を行うことができる。 
 〇  

・化学反応における,物質量,粒子の数, 

質量,気体の体積などの量的な関係を,

化学反応式から読み取り，各量を計算

で求めることができる。 

多くの演習問題を通して，化学反応式

の係数と物質量の関係を理解し，粒子の

数，質量，気体の体積を導き出すことがで

きていた。 

１０ 

・実験を通して，反応に関わる物質量の 

比が化学反応式の係数の比を表してい

ることを見いだして理解する。 

  ◎ 

・これまで学習した化学式反応式の量的

関係の知識を活用して，課題を解決し

ようとしている。 

［実験プリントの記述分析］ 

実験の内容が，班の中で役割分担をし

ながら行うものであったため，実験プリ

ントの中で，その自分の役割に対する自

己評価する欄を設けた。その部分を中心

に，主体的に取り組む態度の評価につな

げた。 

※重点項目について，「◎」は総括の資料とするもの，「○」は，総括の資料とせず，不満足な場合は何

らかの指導を行う。 

 


